
 

 

 

 

① 授業改善の取組 

１．１時間完結型授業の徹底 

２．板書とノートの一体化 

３．問題解決的な展開の授業 

４．年３回のＰＤＣＡサイクルの取組 

５．互見授業 

② その他の学習指導の取組 

１．読書タイム毎朝１５分を継続。毎月教員と保護者の読み聞かせ会開催。 

２．チャレンジタイム、あまべんを毎日実施し、基礎・基本・過去問題等に取り組む。 

３．「小中一体教育」の徹底（授業規律・家庭学習・話形等）。 

４．学期ごとのまとめのテスト国語・算数・理科の平均点で全国平均を超える。 

５．「小中一体教育」に関わるアンケートを取り、状況把握・改善に活用する。 

③ 学習状況改善の取組 

１．先生に相談しやすい体制を図る。自己肯定感を上げるための取組、学級・全校でソーシ

ャルスキル的な集会を持つ。家庭での生活習慣・学習習慣の定着を要請する。 

 

 

① 指導方法や指導形態の工夫 
・「小中一体教育」・・・豊洋・北中校区（２中学校・５小学校）において、学習面・生活面

の課題を小中一体で取り組むことによって、子どもが中１ギャップを克服するとともに、

小中連携・小小連携・教員連携を進めて行くことによって、「自立できる子ども」を目指す

ものである。 

・統一した「授業規律」・「家庭学習のてびき」（冊子・掲示用）・体力向上「北エール体操」

等の取組を進めている。 

② 児童生徒の学習意欲を向上させるための工夫 
・校内研修において、見通しボード・ＩＣＴ機器の活用・振り返りカード・ペアやグループ

学習を取り入れる等の授業改善を図っている。 

・ＩＣＴ機器を活用するために、機器の整備をすると共に教員連携として合同で「ＩＣＴ研

修」行い、授業での活用を促進する。 

③ 家庭学習の取組 
・「小中一体教育」で作成した「家庭学習のてびき」（別紙参照）を全児童・生徒に配布し、

各家庭に協力を要請する。「てびき」の活用方法を保護者のみならず、児童生徒にも説明す

るとともに、その内容に見合った家庭学習の課題を出すようにしている。 
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効果のある取組事例 



家庭学習の手びき（５，６年用） 

※家のよく見えるところにはっておきましょう!              
 
 
 
 

さあ！勉強を はじめよう！ 
☆ 机の上や身の回りをきちんと整理しましょう。 

☆ 集中して学習に取り組みましょう。 

１．音読（5 分間）国語の本 

  ○ 声に出してすらすらと読めるようにしましょう。 

  ○ 優れた表現を味わいながら読みましょう。 

２．宿題（３０～４0 分間） 

  ○ ノートに日づけとドリルなどの番号を書きましょう。 

  ○ 答えが手元にあるときには、かならず丸つけをしましょう。まちがえたと

ころは、もう一度やり直しましょう。 

  ○ 字や数字はていねいに書きましょう。 

  ○ わからない問題は、教科書やノートを見て調べましょう。 

３．自主学習（15 分間） 

  ○ 自分で学習することを決めましょう。 

  ＜おすすめの学習＞ 

＊ 復習→学校で学習したことの確認 

＊ 予習→これから学習する内容にチャレンジ 

＊テスト→出題範囲の勉強 など 

○目標を決めて努力しよう。 

たとえば・・・○漢字練習 ○言葉集め ○漢字集め ○教科書や本の視写 ○テレ

ビや新聞のニュースを見ての感想 ○国語辞典や漢和辞典を使って

意味調べ ○日記（漢字５０問日記、ローマ字日記など） ○作文（見

たこと作文、なりきり作文） ○計算練習 ○算数の問題を図や数直

線で考えてみる ○虫食い問題を作ってみる ○文章問題作り ○

理科や社会の調べ学習 ○歴史上の人物・出来事調べ ○教科書や資

料集を使ってのまとめなど 

４．読書（1０分間）借りている本・家にある本等、繰り返して読んでも OK。 

☆ 宿題がおわったら、すぐ 次の日の準備をしましょう。鉛筆・赤鉛筆（といでおきましょう）・

消しゴム・定規・下敷き・ファイル・教科書・ノート・宿題・連絡帳・その他 

○ 家に帰ったら、はやめに勉強をしましょう。 

○ 毎日、６０～７０分間がんばりましょう。 

○ 勉強するときは、テレビを消しましょう。 
今日のめあては… 


